
２００９年度に
１００万人を目標

「認知症サポーター」とは？
資料６

認知症を理解し、支援する人（サポーター）が地域に数多く存在し、
すべての町が認知症になっても安心して暮らせる地域になっている

到達
目標

国の「認知症を知り、地域をつくる10ヶ年」(2005年～)
「認知症サポーター100
万人キャラバン」活動の
普及・協力
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＜サポーターの役割＞

① 地域で暮らす認知症の人や
家族を各々の生活場面でサ
ポート

② 地域で暮らす認知症の人々
と様々な社会資源をつなげる
窓口

③ 地域のリーダーとしてまちづく
りの担い手

・・・など

（地域での暮らしの応援者）

認知症サポーターの誕生

●キャラバン・メイトとは
地域住民や一般職域団体の従事
者に対して、認知症の正しい知識
を広め、認知症の人や家族を支援
する人(認知症サポーター)を養成
する講師

●対象
認知症の支援に携わる区市町村
職員や、認知症の人の介護や支
援について一定の要件を満たす
者

※区市町村においても開催可能

キャラバン・メイト養成研修
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認知症サポーター養成講座

○目的
認知症に関する正しい理解や認知症の人に対する接し方を学んだ認知症サポーターが、地域のさまざまな生活場面に
おいてそれを実践する。
○展開方法
キャラバン・メイト研修を受けた者が、住民や職域の集まりや学校などに出向いて認知症に関するミニ学習会（＝認知症
サポーター養成講座）を開催し、地域の認知症サポーターを養成する。
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認知症を知る1年キャンペーン

全国キャラバン・メイト連絡協議会

支援


